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1996/10/18   稲城市坂浜   絵と文 Ｔａ 

 

「武蔵野」から連想するものといえば、やはり雑木林であろう。 

しかし、すべてが雑木林に覆われていたわけではなく、開けた草原のような場所

もあったのだろうと思う。 

武蔵野の花といえばムラサキが有名だが、すでに絶滅したといわれて久しい。 

オケラも武蔵野にはたくさんあったらしく、万葉集に歌われている。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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「こひしけばそでもふらむをむさし野のうけらがはなのいろにづなゆめ」 

ここにある「うけら」とは、オケラのことだという。 

オケラの方はまだ健在というか、あるところにはある。 

 

稲城市と多摩川を挟んだ対岸は府中市である。 

競馬場、競艇場があり、行き着く先として？刑務所まで揃っている。 

それはさておき、府中市に浅間山（せんげんやま）がある。 

ここは、武蔵野の面影を残した、標高８０ｍほどの独立した丘陵だ。 

ムサシノキスゲ（ニッコウキスゲの仲間・浅間山特産）の群生地としても知られ

る。 

 

浅間山もかつては、薪炭などの燃料や落ち葉などの堆肥資源を農家へ提供してい

た「ヤマ」（ヤマザクラの項参照）だった。その痕跡は随所に見られる。 

さらに歴史をさかのぼれば、戦国時代には関東平野を一望できる拠点として、戦

略上の価値が高かったらしい。 

現在は緑豊かな都市公園として、市民の憩いの場所となっている。 

しかし、その「緑豊かな」というキャッチフレーズがくせものなのだ。 

 

雑木林の構成樹種は、コナラ、クヌギ、シデ類、エゴノキ、ヤマザクラなど、お

なじみさんたちである。 

公園になってから、ヤマとしての役割を終え、定期的に行われていた樹木の伐採

は姿を消した。かつてのヤマでは見られなかった大木が育ちつつある。 

林床は手入れがよく、アズマネザサも刈られている。 

遊歩道も整備され、快適な散歩コースが幾筋も通っている。 

一見、何の問題もなさそうである。 

ところが、樹木の伐採を止めてしまったため、うっそうと繁った林になって、中

が暗くなった。こうなると、林床に生える草花にとっては、死活問題が発生する。 

名物のムサシノキスゲも、たまに見られたキンランも、徐々に姿を消していった。 

解決策は簡単だ。木を切って、林床に日が当たるようにすればよい。 

 

しかし、浅間山公園を管理している東京都の方針は「豊かな緑を残すため、木は

１本たりとも切らせない」であったという。 

当時、過激な「自然保護団体」が、奥多摩などで「木を切るな」というシュプレ

ヒコールをあげていた。 

「木を切ることは自然破壊であり、一度破壊された自然は元に戻らない」という
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のが彼らの論理である。 

これはヨーロッパなどで唱えられた環境保護論であって、高温多雨の日本には当

てはまらないことは、日本の雑木林を見ていれば明らかだ。 

 

浅間山の環境劣化を憂えた団体や学者が繰り返し都を説得したそうである。 

ようやく都も考えを変えた。 

樹木の伐採が部分的に行われるようになった。 

現在、浅間山には、雑木林の手入れのサイクルとして、木を切ることの大切さを

図示した看板が立てられている。 

 

伐採から数年経って、みごとに回復したムサシノキスゲを見に行ったときのこと

である。 

明るくなった遊歩道の脇に生えている１塊の植物群が目に入った。オケラ！ 

私が自力で最初に覚えた植物がオケラだった（コマツナギの項参照）ので、すご

く愛着がある草なのだ。 

季節的に、まだ花は咲いていないが、葉だけでわかる。 

オケラもあったのだ、そして復活したのだ。よくぞ、の思いが胸にせまる。 

力強く伸びているオケラを見ながら、しばし万葉に歌われた武蔵野を偲んだ。 

（２０００年１１月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕２月２８日 小石川植物園 

 久し振りの小石川植物園での観察会ということと天気がよかったということも

あって、参加者は７０人という大勢になりました。天気はよかったのですが、午

後からは少し寒く感ずる一日でした。 

 正門から左回りに園内を観察して回りました。主として樹木を中心とした観察

になりましたが、入園して直ぐのところに、コゴメイヌノフグリや地中海原産の

チャボタイゲキ、ヤマアイなどが群生していました。いつもは余り気が付かない

のですが、珍しくハランの花が咲いているのが見つかりました。薬草園ではビャ

クブ（百部）という名札があり、「これは何」という質問がありました。ビャクブ

科のつる性植物で、虱などの駆除に使われたものだそうです。 

 梅の花が咲いていたほか、サンシュユ（山茱萸）の花、モクレイシの花、ウン

ナノウバイの花などが咲いていました。 

 次回の観察会は、３月１５日（日）稲城市城山公園～中央公園を歩き、主とし

て冬芽を観察します。またお会いしましょう。
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〔行事予定〕2008/3/15（日） 城山公園～中央公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ南武線南多摩駅 改札口 ※会旗目標 

南多摩駅の改札口は一個所だけです 

行く先 

(解散場所） 

ＪＲ南武線南多摩駅から京王稲城駅まで（下の地図を参照ください） 

京王線稲城駅にてｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

冬芽、シダの観察 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 南多摩駅～城山公園～稲城中央公園～清水谷戸～駒沢学園～ 

京王稲城駅（解散：４時頃）  

駅近くにコンビニあり。途中、トイレは数箇所あります  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません   

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2009/４/26（日） 三沢川下り 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線・若葉台駅 改札口付近 ※会旗目標 

若葉台駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で５駅目 

多摩モノレールの場合、多摩センター駅で京王線に乗換えて２駅目 

小田急線の場合は、永山駅または多摩センター駅で京王線に乗換え 

若葉台駅には急行は停まりませんのでご注意ください 

行く先 

(解散場所） 

若葉台駅から三沢川に沿って稲城駅まで歩きます。 

稲城駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

三沢川流域には雑木林や谷戸田など、豊かな自然が残っています  

スミレ、ジロボウエンゴサク、イチリンソウ、タマノカンアオイ、

クチナシグサ、ノジスミレ、ゲンゲ、ふれあいの森でヤマルリソウ

などの花が見られると思います 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 若葉台駅→稲城高校前→稲城ふれあいの森周辺→天神台→高勝寺→

清水谷戸→駒沢学園→百村→京王稲城駅（解散） 

行程５～６ｋｍ、アップダウンはほとんどありません 

コースは天候その他により変更する場合があります 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2009/5/10（日） 小峰公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ五日市線武蔵五日市駅 改札口付近 ※会旗目標 

ＪＲ五日市線武蔵五日市駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ五日市線の終点です 

ＪＲ立川駅９：１０→武蔵五日市駅９：４０が便利です 

行く先 

(解散場所） 

ＪＲ五日市線武蔵五日市駅から小峰公園へ 

武蔵五日市駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

ヤマブキソウ 

地 図  

 

コース 武蔵五日市駅前～小庄～小和田～広徳寺（昼食）～新多摩変電所裏

～小峰公園～留原～中村～武蔵五日市駅（解散） 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 
 


